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NY マーケットレポート（2018 年 2 月 8 日） 
 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

≪ NY市場概況 ≫ 

 

NY 市場では、米議会が歳出上限の引き上げで合意したことを背景に、米国の財政赤字拡大に伴う国債増発懸念に加え、英中銀

が早期の追加利上げを示唆したことから、米英の金融引き締めペース加速の可能性が意識され、米長期金利が上昇する動きとな

った。そして、金利上昇懸念が再燃したことから、再び米主要株価が大幅下落となり、投資家のリスク回避の動きが強まったこ

とから、安全資産とされる円が買われる動きとなり、ドル円・クロス円は軟調な動きとなった。 

 

 

英国の金融政策発表～英ポンド上昇 

 

・9 対 0で政策金利据え置きを決定、資産購入計画は据え置き。 

・成長見通し引き上げ、インフレ率は目標水準上回り続ける。 

 

カーニー英中銀総裁 

・利上げは限定的な度合いで段階的に行うことが必要だが、昨年 11 月に考えていたよりも幾分早期かつ大幅になる公算。 

・需要の拡大が供給の伸びを上回る見込みだ。 

 

カーニー英中銀総裁の記者会見での発言を受けて、早期の利上げ観測が強まり、ポンドは主要通貨に対して上昇した。 

 

 
出所：総合分析チャート 
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米国の主な要人発言 

 

ダドリー・ＮＹ連銀総裁 

・株安、もっと続けば支出に影響及ぼす可能性も 

・今年の利上げ回数、1-4 回とみるのは時期尚早 

・今年 4回の利上げはあり得る、景気見通し上向けば 

・長期金利の上昇は FOMC の金利見通しが一因 

・金融引き締めの市場織り込み具合は適切 

・強すぎる経済、さらなる金融引き締めにつながり得る 

・米政府の債務返済コスト、大幅上昇へ 

・インフレはなお 2％未満、FOMC は辛抱できる 

 

 

カシュカリ・ミネアポリス連銀総裁 

・債券市場、インフレが統制下にあることを示唆 

・債務増で米国の信頼がいずれ損なわれる恐れ 

 

 

ハーカー・フィラデルフィア連銀総裁 

・荒い相場変動、個人消費や設備投資に影響しない見通し 

・18 年はなお 2回の利上げ予想、3回の可能性否定せず 

・パウエル議長、緩和解除で大きな変化望まない 

・ドル下落が続けばインフレ一気に加速も 

・インフレ上昇の一部はドルが左右 

・長期的な州・連邦債務を懸念 

 

 

序盤堅調な動きも、午後には上値が重く、反落となった 

 

米株式市場は、米国の財政赤字拡大に伴う国債増発懸念を背景に、米長期金利が上昇傾向となったことに再び懸念が強まり、主

要株価は大きく下落した。ダウ平均株価は、序盤から大きく下落し、前日比 1000 ドル以上の下落となった。この日は、構成す

る全銘柄が下落した。 

 

 

出所：Bloomberg 
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出所：データを基に SBILM が作成 

 

 

米株価の大幅下落を背景に、リスク回避の動きが強まる 

 

米主要株価が大幅下落して始まったのを受けて投資家のリスク回避の動きが強まり、ドル円・クロス円は軟調な動きとなった。

その後、一旦反発が見られたものの、終盤まで株価の下落が続いたこともあり、上値の重い動きが続いた。 

 

 
出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


